
「自殺の危険が高まった生徒への危機介入マニュアル」の作成について 

 

令和４年８月  

高校 教育 課  

１ 経 緯 

  平成３１年２月１日に発生した県立高等学校生徒死亡事案を受けて調査審議を行った群馬県いじ

め問題等対策委員会から、令和２年１１月の答申において「自死未遂については、教育委員会として

の立場から、各学校における具体的対応について指針を示すべき」旨の提言があった。 

  この提言を踏まえ、県教育委員会では有識者を含めた「自死予防に係る取組の充実に向けた検討委

員会」を設置し、全５回にわたる協議を経て「自殺の危険が高まった生徒への危機介入マニュアル」

を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自死予防に係る取組の充実に向けた検討委員会 

  大学教授、弁護士、精神科医、臨床心理士、精神保健福祉士等の有識者など１３名の委員で構成さ

れる検討委員会を設置した。全体総括として、文部科学省の「児童生徒の自殺予防に関する調査研究

協力者会議」で委員を務めている関西外国語大学の新井肇教授に御指導いただいた。 

 

 

 

 

 

３ 「自殺の危険が高まった生徒への危機介入マニュアル」の内容について 

  自殺予防に関する基礎知識を確認した上で、自殺の危険が高まった生徒の早期発見や初期対応、継

続的な支援等、学校の基本的な対応を網羅する内容とした。また、自殺未遂事案が発生した際の具体

的対応を示す特別編やケース会議の進め方、関係機関の連絡先等を掲載した巻末資料を整備し、学校

が使いやすく参考となるマニュアルとなるよう配慮した。生徒の危機に気付いたとき、実際の対応を

考える際の「手引き」として活用してほしい。また、「危機への備え」として、校内研修等における教

材としても活用してほしい、と考えている。 

 

４ 「自殺の危険が高まった生徒への危機介入マニュアル」の発行及び活用について 

  全ての公立高等学校、中等教育学校、県立特別支援学校に対して、８月下旬にｐｄｆデータで送付

する。本マニュアルを効果的に活用するため、管理職及び生徒指導主事（担当）を講師とした校内研

修を実施するなどして全教職員にマニュアルの内容について周知する。なお、生徒指導主事（担当）

を対象とした協議会等において、本マニュアルの活用等について県教育委員会から具体的な説明や指

示を行う。また、本マニュアルは、高校生を対象としたものであるが、市町村教育委員会においても、

小・中学校における自死予防の取組を進める上での参考とするよう送付する予定である。 

＜検討委員会開催日程＞ 

 第１回：令和３年１１月１２日（金）［群馬会館］  第４回：令和４年５月１３日（金）［群馬会館］ 

 第２回：令和４年 １月２８日（金）［書面開催］  第５回：令和４年７月１５日（金）［県庁会議室］ 

 第３回：令和４年 ３月１８日（金）［群馬会館］         
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